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サイト解放後の表層土壌汚染からの被ばく線量評価を、サイト特性を考慮して実施するための評価手法の

開発を行い、仮想的なサイトを対象に核種移行評価を予察的に実施した。 
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1. 緒言：サイト解放後の公衆に対する被ばく評価では、サイトに残存する放射能汚染状況を把握しつつ、地

形や気候などのサイト特性を踏まえた核種移行評価が必要である。特に表層の土壌汚染では斜面において降

雨強度が大きい場合に発生する地表面流や土壌の侵食によって、通常想定される地下水移行よりも速い核種

移行が生じる可能性がある（図 1）。そこで、地表面流と表層土砂移動による核種移行評価方法の試作を行い、

仮想サイトを対象とした解析から地表面流と表層土砂移動による核種移行の影響を予察的に検討した。 

2. 表層土壌中の放射能汚染の核種移行評価方法の試作：地表面流は表層の不飽和の土壌にその浸透能を超え

る降雨強度が生じた際に発生し、地表面流量が大きくなると土砂が侵食され移動する現象が生じる。表層土

壌汚染からの核種移行評価を検討するにあたり、地形、地質及び気象データをもとに地表面流の発生量及び

土砂の移動量を評価できる WEPP コード[1]を利用することとした。WEPP 出力の地表面流量と土砂移動量を

用いて核種移行量を評価するコンパートメントモデルを構築した。地表面流による核種移行評価では、核種

を含む表層土壌と表層土壌中を水平方向に流れる水（側方流）の間で核種の瞬時分配平衡を仮定し、水相側

へ移動した核種量が移行するモデルとした。地表面の上を流れる水（ホートン型地表流）も核種移行に寄与

する可能性があることから、側方流量に地表流量を加えた評価も行えるようにした。一方、土砂移動による

核種移行評価は、移動した土砂に含まれる核種量が移行するモデルとした。 

3. 仮想的なサイトを対象とした予察的な核種移行評価：表層土壌汚染を含む仮想的なサイト（砂質層）を対

象に、核種移行評価を実施した。茨城県内の沿岸域の地形データ（200m×150m）、及び、水戸市の過去 9 年

間の気象観測データ（時間別降雨量、気温など）などを利用し、WEPP コードにより地表面流量及び土砂移

動量の解析を行った。その結果、評価期間内に地表面流は 50回程度発生し、そのうち地表面流が発生する際

の最小降水量は 1 日あたり 75mm 程度であり、降雨イベント発生時の各斜面での土砂飽和度に依存した。こ

れらの結果を用いて Cs-137 の移行評価を行ったところ、地表面流による海洋への核種移行が 10 年以内に生

じ、地下水移行よる核種移行の時間スケールとオーダーで異なる可能性があることが示された。 

4. 今後の予定：地表流お

よび土砂移動による核種

移行の観点から室内試験

を実施し、試作したモデ

ルの妥当性を確認する計

画である。         
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図 1：降雨に伴う表層土壌汚染からの核種の移行経路 
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